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戦
争
と
漫
画
の
不
可
分
理
念
は
、
大
東
亜
戦
争
下
に
於
け
る

枢
軸
、
反
枢
軸
を
問
は
ず
、
各
国
の
宣
伝
活
動
の
中
に
重
要
な

る
存
在
と
し
て
、
対
外
的
に
も
思
想
的
宣
伝
謀
略
に
最
高
度
な

活
動
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。（
中
略
）

　
大
東
亜
戦
争
の
真
意
義
を
理
解
さ
せ
る
方
法
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
た
政
治
漫
画
は
、
原
住
民
の
中
へ
解
り
易
く
親
し
ま
れ

て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
娯
楽
的
内
容
を
具
備
し
た
連
載
漫
画
、
生

活
漫
画
、
少
国
民
漫
画
も
そ
の
政
治
的
、
建
設
的
内
容
を
備
へ

て
、
戦
後
著
し
く
不
足
さ
れ
た
娯
楽
面
に
明
朗
な
賜
物
で
あ
つ

た
の
だ
。

　
こ
れ
を
総
括
し
て
報
道
宣
伝
漫
画
と
唱
へ
る
事
が
出
来
る
と

思
ふ
。
従
来
の
一
般
的
漫
画
感
と
し
て
抱
か
れ
て
ゐ
た
い
た
ず

ら
な
る
ナ
ン
セ
ン
ス
や
諷
刺
画
で
は
な
く
、
戦
争
遂
行
上
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
存
在
で
あ
り
、
対
内
的
に
は
国
民
思
想
、
戦
力
増

強
の
多
角
的
な
要
素
を
備
へ
て
新
し
い
認
識
と
な
つ
て
現
れ
た

の
で
あ
つ
た
。（
松
下
紀
久
雄
『
南
を
見
て
く
れ
』
二
〇
二
‐

二
〇
三
頁
）

一
．
は
じ
め
に

　
一
九
四
二
年
二
月
か
ら
一
九
四
五
年
九
月
ま
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
日
本
陸
軍
に
よ
る
統
治
下
に
あ
っ
た
。
こ
の
期
間
、
日
本
軍
は
新

聞
、
ラ
ジ
オ
放
送
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画
な
ど
に
よ
っ
て
現
地
住
民

の
教
化
を
試
み
た
。
そ
う
し
た
占
領
地
に
お
け
る
文
化
政
策
を
担
っ

た
の
が
、日
本
陸
軍
に
従
軍
し
て
い
た
「
文
化
人
」
た
ち
で
あ
っ
た
。

作
家
、
詩
人
、
画
家
、
映
画
人
、
音
楽
家
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の

研
究
ノ
ー
ト

「
昭
南
島
」
に
お
け
る
漫
画
家
松
下
紀
久
雄

　
―
「
文
化
人
」
の
南
方
認
識
の
一
事
例 

―

松
　
岡
　
昌
　
和



－  110  －－  111  －

「
昭
南
島
」
に
お
け
る
漫
画
家
松
下
紀
久
雄
（
松
岡
）

「
文
化
人
」
が
陸
軍
に
よ
っ
て
徴
用
さ
れ
、
占
領
地
に
送
り
込
ま
れ

た
。
そ
う
し
た
中
に
、
漫
画
家
も
い
た
。
冒
頭
の
引
用
は
、
そ
う
し

た
漫
画
家
の
一
人
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
従
軍
し
た
松
下
紀
久

雄
が
日
本
内
地
で
出
版
し
た
画
集
『
南
を
見
て
く
れ
』
の
最
後
の
部

分
に
当
た
る
「
報
道
漫
画
に
つ
い
て
（
序
と
編
集
後
記
に
か
へ
て
）」

の
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
報
道
宣
伝
漫
画

と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
漫
画
家
は
一
体
何
を

描
い
た
の
か
。
そ
れ
は
「
思
想
的
宣
伝
謀
略
に
最
高
度
な
活
動
」
を

見
い
だ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
本
稿
は
、「
従
軍
文
化
人
」
と

し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
漫
画
家
で
あ
り
、『
南

を
見
て
く
れ
』
の
著
者
で
も
あ
る
松
下
紀
久
雄
の
徴
用
中
の
活
動
に

焦
点
を
当
て
、「
南
方
文
化
工
作
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
日
本
の
南
方
占

領
地
に
お
け
る
文
化
政
策
お
よ
び
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
一
端
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
日
本
占
領
下
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
文
化
政
策
の
特
徴
と
「
南
方
文
化
工
作
」
の

限
界
を
指
摘
し
た
い
。

　
松
下
紀
久
雄
に
つ
い
て
、
戦
時
中
の
活
動
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
画
集
『
南
を
見
て
く
れ
』
に
つ
い

て
も
、
日
本
の
南
方
軍
政
に
関
す
る
研
究
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
が
な
く
、
松
下
の
「
従
軍
文
化
人
」
と
し
て
の
活
動
は
歴
史
の
闇

に
埋
も
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
日
本
内
地
で
出
版
さ

れ
た
『
南
を
見
て
く
れ
』
を
取
り
上
げ
た
貴
重
な
文
献
と
し
て
、
櫻

本
富
雄
［
一
九
九
七
］
に
よ
る
『
戦
時
下
の
古
本
探
訪
：
こ
ん
な
本

が
あ
っ
た
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
櫻
本
は
「
文
化
人
」
の
戦
争
責
任
を

追
求
す
る
立
場
か
ら
文
学
、
映
画
、
音
楽
、
報
道
、
広
告
、
漫
画
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
史
料
を
収
集
し
著
作
に
ま
と
め
て
い
る
。
本
書

も
そ
の
よ
う
な
櫻
本
の
仕
事
の
一
環
と
し
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
入
手
が
困
難
と
な
っ
た
戦
時
下
の
書
物
を
恣
意
的
に
選
択
し
て

内
容
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。『
南
を
見
て
く
れ
』
は
そ
の
中
の

一
章
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、『
南
を
見

て
く
れ
』
は
松
下
が
当
時
「
昭
南
島
」
と
呼
ば
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
で
見
聞
し
た
こ
と
を
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

と
文
章
で
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
櫻
本
の
紹
介
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
終
始
し
て
お
り
、
ス
マ
ト
ラ
や
ボ
ル
ネ
オ
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
劇
場

と
映
画
に
つ
い
て
特
に
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
紹
介
し
て
お
り
、

画
集
全
体
の
内
容
に
関
し
て
十
分
に
記
述
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が

た
い
。
さ
ら
に
、
松
下
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
触

れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
画
集
の
一
部
の
み
に
基
づ
い
た
記
述

と
な
っ
て
い
る
。

　
櫻
本
［
二
〇
〇
〇
］
は
ま
た
戦
争
協
力
を
し
た
漫
画
家
と
そ
の
作

品
に
つ
い
て
紹
介
し
た
『
戦
争
と
マ
ン
ガ
』
も
著
し
て
い
る
。
同
書

で
は
横
山
隆
一
、
小
野
佐
世
男
、
田
河
水
泡
と
い
っ
た
著
名
な
人
物

の
ほ
か
、戦
時
期
の
諸
漫
画
家
集
団
に
名
を
連
ね
て
い
た
漫
画
家
や
、
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さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
に
掲
載
さ
れ
た
漫
画
を
紹
介
し
て
い
る
。
松
下
の

名
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
漫
画
家
集
団
に
つ
い
て
記
述
し
た
箇
所
で
言
及

さ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
作
品
の
内
容
に
つ
い
て
著
者
は
こ
こ
で
記
述

し
て
い
な
い
。
同
書
で
は
、「
従
軍
文
化
人
」
と
し
て
南
方
占
領
地

に
派
遣
さ
れ
た
漫
画
家
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
も
の
の
、
横
山
隆

一
と
小
野
佐
世
男
が
ジ
ャ
ワ
で
現
地
日
本
軍
兵
士
向
け
に
陣
中
新
聞

『
う
な
ば
ら
』
で
発
表
し
た
作
品
を
取
り
上
げ
て
い
る
程
度
で
あ
り
、

南
方
占
領
地
に
お
け
る
日
本
人
漫
画
家
の
現
地
人
向
け
作
品
に
つ
い

て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
著
者
が
主
と
し
て
日
本
国
内
で

入
手
可
能
な
日
本
語
資
料
を
収
集
・
分
析
対
象
と
し
て
い
る
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。

　
日
本
占
領
下
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
活
動
し
た
挿
絵
画
家
・
漫
画
家
に

つ
い
て
は
浦
田
義
和
［
二
〇
〇
七
］
に
よ
る
研
究
が
取
り
上
げ
て

い
る
。
浦
田
は
同
地
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
英
字
紙Syonan Tim

es

に
見
ら
れ
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
扱
い
、
特
に
多
く
の
作
品
を

寄
せ
た
洋
画
家
の
栗
原
信
、
本
稿
で
も
取
り
上
げ
る
松
下
紀
久
雄
、

吉
野
弓
亮（

（
（

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
て

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
漫
画
家
の
活
動
の
一

端
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
貴
重
な
研
究
で
あ
る
。
浦
田
は
、「
栗
原

の
ス
ケ
ッ
チ
は
、
画
家
と
し
て
の
視
線
が
感
じ
ら
れ
」、「『
ヨ
シ
ノ
』

及
び
松
下
紀
久
雄
の
風
刺
漫
画
は
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
強
く
、『
ヨ

シ
ノ
』
の
表
現
は
露
骨
で
、松
下
紀
久
雄
の
表
現
は
懐
柔
的
で
あ
る
」

と
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
論
考
は
調
査
対
象
がSyonan Tim

es

に
限
定
さ
れ
て
い
る
上
、
考
察
が
印
象
論
に
陥
っ
て
い
る
き
ら
い
が

あ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
検
討
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
南
方
占
領
地
に
お
け
る
「
文
化
人
」
に
つ
い
て
の
研
究
の
ほ
と
ん

ど
が
文
学
者
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
て
お
り（

（
（

、
漫
画
家
を
取
り
上

げ
た
も
の
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
漫
画

家
の
作
家
性
や
作
家
個
人
の
戦
争
お
よ
び
占
領
地
へ
の
向
き
合
い

方
な
ど
に
視
点
が
及
ん
で
い
る
研
究
も
現
れ
て
き
て
い
る
。
ジ
ャ

ワ
島
で
従
軍
し
た
漫
画
家
／
画
家
小
野
佐
世
男
に
つ
い
て
は
、
画

集
『
ジ
ヤ
ワ
従
軍
画
譜
』
が
復
刻
さ
れ
た
ほ
か
［
小
野
・
木
村
編 

二
〇
一
二
］、
小
野
耕
世
［
二
〇
〇
三; 

二
〇
〇
四; 

二
〇
〇
五; 

二
〇
一
〇
］
お
よ
び
木
村
一
信
［
二
〇
〇
四
］
が
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る

活
動
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
つ

い
て
は
カ
ー
ル
・
イ
ア
ン
・
ウ
ィ
・
チ
ェ
ン
・
チ
ュ
ア
［Cheng 

Chua 2005

］
が
日
本
人
漫
画
家
島
田
啓
三
の
ほ
か
現
地
人
漫
画
家

の
活
動
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
マ
ラ
ヤ
に
つ
い
て
は
、

リ
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
ュ
［Lim

 2009

］
が
ペ
ナ
ン
で
「
親
日
的
」
作

品
を
描
い
た
現
地
人
漫
画
家
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
日
本
占
領
下

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
刊
行
さ
れ
た
華
字
紙
『
昭
南
日
報
』
の
ほ
か
英
字

紙Syonan Tim
es

、
さ
ら
に
松
下
が
内
地
で
出
版
し
た
画
集
『
南

を
見
て
く
れ
』
を
用
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体
に
発
表
し
た
作
品
を
取
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「
昭
南
島
」
に
お
け
る
漫
画
家
松
下
紀
久
雄
（
松
岡
）

り
上
げ
、
対
照
さ
せ
た
い
。
本
稿
で
は
漫
画
家
と
漫
画
作
品
を
扱
う

も
の
の
、
芸
術
学
的
な
作
品
分
析
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
こ
れ
は
歴

史
学
な
い
し
歴
史
社
会
学
の
立
場
か
ら
こ
う
し
た
対
象
を
見
た
場
合

に
、
そ
の
関
心
が
芸
術
学
と
異
な
る
と
い
う
点
が
大
き
い
。
こ
こ
で

は
南
方
占
領
地
で
行
わ
れ
た
文
化
政
策
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
関
心
の
も
と
、

描
か
れ
た
対
象
を
検
討
し
、
作
家
の
南
方
観
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

そ
し
て
そ
れ
を
文
化
政
策
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
い
う
よ
り
大
き
な
コ

ン
テ
ク
ス
ト
の
中
に
位
置
づ
け
て
、「
南
方
文
化
工
作
」
の
理
念
や

政
策
と
の
差
異
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
き
た
い
。

二
．「
従
軍
文
化
人
」
と
漫
画
家
松
下
紀
久
雄

　
松
下
の
具
体
的
な
作
品
を
見
て
い
く
前
に
、
戦
時
期
に
南
方
占
領

地
に
派
遣
さ
れ
た
「
従
軍
文
化
人
」
と
松
下
の
経
歴
に
つ
い
て
簡
単

に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
で
は
多
く
の
作
家
や

「
文
化
人
」
が
徴
用
さ
れ
、
陸
海
軍
に
勤
務
し
た
。
彼
ら
「
文
化
人
」

の
徴
用
は
一
九
三
九
年
七
月
に
施
行
さ
れ
た
国
民
徴
用
令
に
基
づ
く

も
の
で
、
一
九
四
一
年
一
〇
月
以
降
文
学
者
を
は
じ
め
画
家
、
漫
画

家
、
映
画
人
、
演
劇
人
、
放
送
関
係
、
新
聞
記
者
、
印
刷
関
係
、
宗

教
関
係
な
ど
多
数
が
徴
用
令
を
受
け
た
。
徴
用
さ
れ
た
「
文
化
人
」

は
文
学
者
だ
け
で
七
〇
人
以
上
に
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
徴

用
期
間
は
一
様
で
は
な
か
っ
た［
神
谷 

一
九
九
六: 

六
‐
九
］。た
だ
、

通
常
そ
の
任
期
は
一
年
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
［
中
野 

二
〇
一
二: 

四
］。
か
れ
ら
は
ど
こ
に
行
く
の
か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
徴
用
令
書

の
指
示
に
従
う
形
で
出
頭
し
、
有
無
を
言
わ
さ
ず
未
知
の
職
場
へ
と

徴
用
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
［
中
野 

二
〇
一
二: 

四
‐
六
］。

　
マ
ラ
ヤ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
徴
用
さ
れ
た
「
文
化
人
」
と
し
て
は

松
下
の
ほ
か
、
作
家
で
は
会
田
毅
、
小
出
英
男
、
神
保
光
太
郎
、
中

村
地
平
、
寺
崎
浩
、
井
伏
鱒
二
、
中
島
健
蔵
、
小
栗
虫
太
郎
、
秋
永

芳
郎
、
大
林
清
、
北
川
冬
彦
、
里
村
欣
三
（
後
に
ボ
ル
ネ
オ
に
異

動
）、
海
音
寺
潮
五
郎
ら
、
画
家
で
は
栗
原
信
ら
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
は
堺
誠
一
郎
、
山
本
実
彦
、
前
田
雄
二
、
平
井
常
次
郎
、
平
野

直
美
、
柳
重
徳
ら
、
カ
メ
ラ
マ
ン
で
は
石
井
幸
之
助
ら
、
音
楽
家

で
は
長
屋
操
ら
が
い
た
［
中
島 

一
九
七
七: 

一
二
‐
一
三; 

七
一
‐

七
四
］。
ま
た
、
漫
画
家
の
倉
金
良
行
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
従
軍
し

て
い
た
ほ
か（

（
（

、
画
家
の
藤
田
嗣
治
が
従
軍
画
家
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
を
訪
問
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
映
画
監
督
の
小
津
安
二
郎
も
陸

軍
報
道
部
映
画
班
員
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
れ
、
イ
ン
ド
独
立

運
動
を
テ
ー
マ
と
し
た
記
録
映
画
を
撮
る
こ
と
と
な
っ
た
［
西
原 

二
〇
〇
二
］。
井
伏
に
よ
れ
ば
、
彼
と
同
じ
輸
送
船
に
乗
り
込
ん
だ

徴
用
部
隊
は
総
勢
一
二
〇
人
と
あ
る
が
、
正
確
な
人
数
は
不
明
で
あ

る
［
井
伏 
一
九
七
四: 

七
］。
彼
ら
「
文
化
人
」
た
ち
が
所
属
し
た
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史
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宣
伝
班
（
一
九
四
二
年
一
二
月
に
宣
伝
部
に
昇
格
）
の
任
務
は
①
占

領
地
の
住
民
に
対
す
る
宣
伝
宣
撫
、
②
対
国
内
報
道
、
③
作
戦
軍
将

兵
の
啓
蒙
で
あ
っ
た
［
松
永 

二
〇
〇
二: 

五
八
］。

　
こ
う
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
渡
っ
て
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
携
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
松
下
紀
久
雄
と
は
一
体
い
か
な
る
人
物
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
一
九
一
八
年
東
京
に
生
ま
れ
た
松
下
の
戦
前
の
活
動
に
つ
い
て

の
情
報
は
極
め
て
乏
し
い
。
櫻
本
富
雄
［
二
〇
〇
〇: 

一
二; 

五
二
］

に
よ
れ
ば
、
松
下
は
近
衛
内
閣
の
新
体
制
運
動
に
呼
応
し
て
結
成
さ

れ
た
漫
画
家
集
団
で
あ
る
「
新
日
本
漫
画
家
協
会
」
傘
下
の
「
漫
画

協
団
」
に
所
属
し
て
い
た
が
、
後
に
加
藤
悦
郎
が
一
九
四
一
年
に
結

成
し
た
「
建
設
漫
画
会
」
に
参
加
し
た
。「
建
設
漫
画
会
」
は
国
策

協
力
を
も
っ
と
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
集
団
で

あ
っ
た
。
筆
者
が
確
認
で
き
た
松
下
の
漫
画
家
と
し
て
の
最
も
古
い

活
動
は
、
情
報
局
発
行
の
グ
ラ
フ
雑
誌
『
写
真
週
報
』
一
七
五
号

（
一
九
四
一
年
七
月
二
日
）
お
よ
び
一
八
一
号
（
一
九
四
一
年
八
月

一
三
日
）に
掲
載
さ
れ
た
四
コ
マ
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
櫻
本
［
一
九
九
七: 

七
九
‐
八
〇
］
も
言
及
し
て

い
る
。
こ
こ
で
の
肩
書
き
は
「
中
支
　
坂
部
部
隊
」
と
な
っ
て
お
り
、

彼
が
中
国
戦
線
に
赴
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（
（

。『
南
を
見
て
く
れ
』

で
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
彼
は
兵
士
と
し
て
中
国
に
赴
い
て
い
た
よ
う

で
あ
る
［
松
下 

一
九
四
四: 

一
四
五
］。
彼
は
雑
誌
『
軍
人
援
護
』

の
一
九
四
一
年
一
〇
月
号
か
ら
一
二
月
号
に
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
「
帰

還
兵
の
見
た
戦
地
と
銃
後
」、「
再
起
鉄
脚
二
人
組
」、「
土
の
増
産
を

聞
く
」と
題
さ
れ
た
文
と
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
発
表
し
て
お
り
、

ま
た
「
帰
還
兵
の
見
た
戦
地
と
銃
後
」
で
は
自
身
が
中
国
か
ら
帰
還

し
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
九
四
一
年
秋
ま
で
に
は

日
本
内
地
に
戻
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
南
方
に
派
遣
さ
れ
た
松
下
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
宣
伝
班

の
美
術
部
に
所
属
し
た
の
ち
、
ボ
ル
ネ
オ
に
転
属
し
て
い
る
［
松

下 

一
九
四
四: 

一
六
四
］。
松
下
が
い
つ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
渡
っ

た
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
松
下
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て

一
九
四
二
年
五
月
以
降
新
聞
紙
上
に
漫
画
を
描
い
て
お
り
、
こ
の
時

に
は
す
で
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
任
に
つ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
松
下
自
身
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
ス
マ
ト
ラ
へ
の
取
材
の
後
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
新
聞
に
漫
画
を
掲
載
し
た
後
に
ボ
ル
ネ
オ
に
転
属

に
な
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
昭
南
日
報
』
に
後
述
す
る
「
明
朗

な
ス
マ
ト
ラ
新
生
譜
」
を
連
載
し
た
一
九
四
二
年
一
〇
月
の
直
前
に

ス
マ
ト
ラ
渡
航
を
し
て
お
り
、
そ
の
後
に
ボ
ル
ネ
オ
に
渡
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
松
下
［
一
九
八
九: 

四
二
］
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
彼

は
ス
マ
ト
ラ
で
敗
戦
を
迎
え
、
集
結
地
で
あ
る
メ
ダ
ン
を
経
由
し
て

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
収
容
所
へ
と
送
ら
れ
た
。『
南
を
見
て
く
れ
』
の

奥
付
に
は
一
九
四
四
年
八
月
発
行
と
あ
る
が
、
必
ず
し
も
日
本
内

地
で
は
な
く
、
南
方
の
任
地
で
書
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
、

一
九
四
三
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
の
任
地
で
の
松
下
の
活
動
に
つ
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い
て
は
情
報
が
極
め
て
乏
し
い
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
松
下
は
華
字
紙
『
昭
南
日
報
』
お
よ
び

英
字
紙S yonan Tim

es

に
漫
画
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
描

い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
紙
面
に
お
け
る
松
下
の
作
品
に
つ
い
て
は

次
節
で
詳
細
に
見
て
い
く
が
、
こ
こ
で
は
彼
が
活
動
の
舞
台
と
し
た

日
本
占
領
下
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
新
聞
事
情
に
つ
い
て
簡
単
に

見
て
お
き
た
い
。
日
本
占
領
下
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
日
本
語
新

聞
、
英
字
紙
の
ほ
か
、
華
字
紙
、
マ
レ
ー
語
紙
、
タ
ミ
ル
語
紙
な

ど
、
各
民
族
語
に
よ
る
新
聞
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
新
聞

はStraits Tim
es

社
な
ど
、
戦
前
に
営
業
し
て
い
た
新
聞
社
を
接

収
し
て
、
職
員
も
戦
前
か
ら
勤
め
て
い
た
現
地
人
ス
タ
ッ
フ
を
雇

用
し
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
［
井
伏 

一
九
四
三
ｂ=

一
九
九
七

ｂ: 

四
九
一
‐
四
九
二
］。
井
伏
鱒
二
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
二
年
二

月
一
五
日
の
日
本
軍
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領
開
始
直
後
の
二
月

一
八
日
に
、「
文
化
人
」
が
軍
命
令
に
よ
っ
て
各
新
聞
の
編
集
責
任

者
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
日
本
陸
軍
は
一
九
四
二
年

一
〇
月
に
南
方
占
領
地
域
で
新
聞
を
指
導
す
る
よ
う
報
道
各
社
に

命
令
を
出
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
同
盟
通
信
社
と
中
央
・
地
方
紙

一
三
紙
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
［
里
見 

二
〇
〇
〇: 

一
六
三

‐
一
六
六
］。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
昭
南
新
聞
会

が
設
立
さ
れ
、Syonan Tim

es

もSyonan Shim
bun

と
改
称

し
た
。

　『
富
軍
政
年
報
』
に
よ
る
と
、一
九
四
三
年
一
月
当
時
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
発
行
さ
れ
た
主
な
新
聞
と
一
ヶ
月
あ
た
り
の
発
行
部
数
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
［
明
石
編 

一
九
九
八: 

一
二
八
‐
一
三
〇（

（
（

］。

昭
南
新
聞
（
日
本
語
）：
三
四
万
〇
三
四
二
部

Syonan Shim
bun

（
英
語
）：
二
五
万
〇
〇
一
四
部

U
tusan M

elayu, W
arta M

elayu

（

マ

レ

ー

語

）：

一
〇
万
六
三
四
〇
部

昭
南
日
報
（
華
語
）：
三
〇
万
九
七
九
〇
部

子
供
新
聞
サ
ク
ラ（
カ
ナ
文
字
）：
一
万
一
〇
〇
〇
部（
一
九
四
二

年
一
〇
月
）

　
さ
て
、
話
を
松
下
の
経
歴
に
戻
そ
う
。
ス
マ
ト
ラ
で
敗
戦
を
迎
え

た
松
下
で
あ
る
が
、
戦
後
は
一
九
四
七
年
よ
り
漫
画
家
・
画
家
と
し

て
の
活
動
を
再
開
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
二
年
に

開
始
し
た
朝
日
新
聞
の
連
載
「
東
京
む
か
し
む
か
し
」
の
ほ
か
、
こ

ど
も
向
け
の
作
品
や
書
籍
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
多
く
残
し
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
、
日
曜
大
工
の
Ｔ
Ｖ
番
組
に
も
出
演
す
る
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
行
っ
た
。
特
に
、
先
史
時
代
か
ら
同
時
代
ま

で
の
無
名
の
庶
民
た
ち
を
描
く
「
む
か
し
絵
」
を
得
意
と
し
て
い
た

［
松
下 

一
九
八
九: 

九
］。
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三
．
松
下
紀
久
雄
の
描
い
た
南
方

１
．
画
集
『
南
を
見
て
く
れ
』

松
下
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
活
動
に
先
立
ち
、
彼
が
南
方

を
記
録
し
た
集
大
成
と
も
言
え
る
画
集
『
南
を
見
て
く
れ
』
の
内
容

を
見
て
い
き
た
い
。
同
画
集
か
ら
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
時
の
彼
の

行
動
と
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
対
す
る
彼
の
認
識
に
つ
い
て
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
〇
四
ペ
ー
ジ
か
ら
成
る
同
画
集
は
大
き
く
四
章
立
て
と
な
っ
て

い
る
。
最
初
の
三
章
は
そ
れ
ぞ
れ
「
昭
南
島
」、「
ス
マ
ト
ラ
」、「
ボ

ル
ネ
オ
」
と
題
さ
れ
、
松
下
が
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で
経
験
し
た
こ
と

が
合
計
六
九
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
は
内
容
に
関
係
し
た
り
、
そ
の
土
地
で
印
象
的
と
思
わ
れ

る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
。
第
四
章
は
「
報
道
漫

画
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
序
と
編
集
後
記
を
兼
ね
た
も
の

で
あ
る
。
本
稿
冒
頭
に
引
用
し
た
一
節
は
こ
の
一
部
に
当
た
る
も
の

で
あ
り
、
戦
時
期
に
お
け
る
漫
画
を
用
い
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
意
義

や
本
画
集
の
出
版
目
的
が
語
ら
れ
て
い
る
。
表
一
は「
昭
南
島
」、「
ス

マ
ト
ラ
」、「
ボ
ル
ネ
オ
」
そ
れ
ぞ
れ
の
章
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
標
題
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
べ
き
は
ス
マ
ト
ラ
に
関
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
数
の
多
さ
で
あ
る
。ペ
ー
ジ
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
も
、

「
昭
南
島
」
お
よ
び
「
ボ
ル
ネ
オ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
ペ
ー
ジ
で
あ

る
の
に
対
し
て
、「
ス
マ
ト
ラ
」
に
は
そ
の
二
倍
の
一
〇
〇
ペ
ー
ジ

強
を
割
い
て
い
る
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
全
一
二
三

点
の
う
ち
、
五
三
点
が
ス
マ
ト
ラ
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
松
下
自

身
の
任
地
で
あ
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ボ
ル
ネ
オ
よ
り
も
ス
マ
ト
ラ

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
極
め
て
特
徴
的
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ

が
軍
宣
伝
班
員
と
し
て
ス
マ
ト
ラ
に
つ
い
て
多
く
の
記
述
を
す
る
必

要
が
あ
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
松
下
自
身
が
ス
マ
ト
ラ
に
強
い
関

心
を
持
っ
て
い
た
た
め
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
両
方
で
あ
っ
た
の
か
に

つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。

　
ま
た
、取
り
上
げ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
特
徴
が
現
れ
て
い
る
。

                   
図 1．松下紀久雄『南を見てくれ』表紙
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同
画
集
は
「
報
道
政
治
漫
画
」
を
謳
っ
て
い
る
も
の
の
、
政
治
的
・

軍
事
的
な
内
容
を
中
心
に
据
え
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
決
し
て
多
く
な

い
。
む
し
ろ
、
松
下
自
身
が
見
聞
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
印
象
的

な
場
面
が
描
か
れ
な
が
ら
各
地
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
く
紀
行
文

さ
な
が
ら
の
内
容
で
あ
る
。「
昭
南
島
」
で
は
宣
伝
班
員
と
し
て
の

日
常
生
活
の
描
写
や
、
現
地
の
風
景
を
面
白
お
か
し
く
紹
介
し
た
も

の
な
ど
が
中
心
で
あ
る
。「
バ
タ
の
臭
み
か
ら
味
噌
汁
の
味
へ
」
と

題
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
標
題
こ
そ
「
西
洋
的
文
化
か
ら
脱
し
て

日
本
化
し
て
い
く
昭
南
島
」
と
い
っ
た
記
述
を
予
想
さ
せ
る
が
、「
日

本
化
」
に
つ
い
て
は
街
中
で
日
本
語
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
が
多
少
触
れ
ら
れ
る
程
度
で
、
記
述
の
多
く
は
洋
車
（
人

力
車
）
の
車
夫
と
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
割
か
れ
て
い
る
。

　
最
も
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
て
い
る
「
ス
マ
ト
ラ
」
で
は
都
市
化

さ
れ
て
い
な
い
ス
マ
ト
ラ
の
珍
し
い
光
景
や
風
習
、
人
々
の
生
活
の

有
り
様
な
ど
が
記
述
の
多
く
を
占
め
て
い
る
。こ
こ
で
も
や
は
り「
日

本
語
進
駐
」
と
い
っ
た
、
極
め
て
強
い
政
治
的
宣
伝
を
彷
彿
と
さ
せ

る
標
題
の
も
と
で
、
松
下
の
個
人
的
な
体
験
が
語
ら
れ
る
。
こ
の
項

目
の
中
心
を
占
め
る
の
は
、
現
地
社
会
の
「
日
本
化
」
と
い
う
よ
り

も
、
バ
タ
ッ
ク
族
が
ム
ス
リ
ム
の
多
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
珍
し
く

キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
た
め
に
豚
を
食
用
と
す
る
と
い
う（

（
（

、
標
題
と

は
無
関
係
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
ま
た
、「
ス
マ
ト
ラ
」
の
章
の

最
後
に
収
め
ら
れ
た
「
北
部
ス
マ
ト
ラ
雑
報
」、「
ス
マ
ト
ラ
の
握
り

鮨
」、「
ス
マ
ト
ラ
羊
羹
」、「
薪
の
気
車
」
の
四
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
本

章
の
解
題
と
も
言
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て

い
る
の
は
、
標
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
ス
マ
ト
ラ
の
メ
ダ
ン
で
鮨
や

羊
羹
を
調
理
し
て
食
べ
た
と
い
う
個
人
的
な
体
験
談
で
あ
る
。

　「
ボ
ル
ネ
オ
」で
目
立
つ
の
は
村
落
を
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
こ
の
章
は
一
一
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
三
九
の
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
成
っ
て
い
る
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
う
ち
半

数
以
上
は
マ
レ
ー
人
や
先
住
民
の
村
落
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
中
で

も
松
下
が
被
写
体
と
し
て
多
く
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
上
半
身
裸
体

の
女
性
の
姿
で
あ
る
。
そ
う
し
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
数
は
六

点
に
上
る
。「
昭
南
島
」
や
「
ス
マ
ト
ラ
」
の
章
で
は
全
く
描
か
れ

な
か
っ
た
被
写
体
で
あ
る
が
、「
ボ
ル
ネ
オ
」
で
複
数
登
場
す
る
の

は
特
徴
的
で
あ
る（

（
（

。

　
本
画
集
全
体
に
描
か
れ
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
と
し

て
、
日
本
人
の
描
写
の
少
な
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
昭
南
島
」、「
ス

マ
ト
ラ
」、「
ボ
ル
ネ
オ
」
を
描
い
た
全
一
二
三
点
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
の
う
ち
、
服
装
な
ど
か
ら
日
本
人
で
あ
る
と
判
別
可
能
な
人

物
が
描
か
れ
て
い
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
七
点
に
過
ぎ
な
い
。

本
画
集
に
は
全
体
に
日
本
軍
に
よ
る
「
大
東
亜
建
設
」
の
要
素
は
散

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
は

現
地
住
民
の
姿
、
特
に
こ
ど
も
と
女
性
の
姿
を
多
く
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
現
地
住
民
の
姿
は
「
日
本
化
」
し
た
様
子
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昭南島 スマトラ ボルネオ

昭南島の日本語学校 スマトラ画信 ボルネオの一夜

神保学校　〔建〕 南洋の中央市場 セントラル・パサル　〔新〕 サラワツクの歴史

特別市立中央病院 さア、コロンチョンを踊らう 久鎮の町

マライの増産 街頭の果実店 サラワツク川

チャーチル市場 メダン風俗 イカンタマコン

ユビーとケダモノ バナナ屋は何処だ 樹間のコーヒー店

昭南神社 子供の風俗 ボルネオの子供

新世界 シンパンバレツク温泉 農民指導

バタの臭みから味噌汁の味へ スマトラはジヤングルではない 兵隊さんの先生

新聞売り 昼は断食、夜は食宴の回教徒 クチンウヰスキー

南進通りオーチャード・ロード アチエは独立すると云つて居る 海ダイヤ族

印度人の番人 轟夕起子はオランダ人だ

昭南島の劇場 コーヒー紅茶の氾濫！

昭南島人種展 食ふか、食はれないか

華僑の街 ガヨ族のアパート生活 〔日〕

税金納入済 パンクが一日に六回

華僑の子供 郷に入れば

日本語進駐　〔新〕

寒いところもあるスマトラ

自動車と現住民

私は紙芝居屋さんではない

牛のカバラ（頭）とタイプの音　〔新*〕

写真一枚撮られ料十銭也

スマトラの子供　〔新〕

新生スマトラの歩み

三銭のコーヒーと一円の定食

砂糖より高い塩が出来る　〔新〕

スマトラは牛が多すぎる

ガタバス繁盛

鶏が一羽二十五銭也

ニツパヤシの屋根で床の高い日本の家

裕福な町パダン

北部スマトラ雑報

スマトラの握り鮨

スマトラ羊羹

薪の気車

〔建〕：Syonan Times における「昭南島建設」に関するイラストレーションの再録
〔新〕：『昭南日報』における連載「明朗なスマトラ新生譜」のイラストレーションの再録
〔日〕：『昭南日報』における連載以外のイラストレーションの再録
* 描いた対象は同じだが改変がなされている。

表１．『南を見てくれ』のエピソード一覧
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「
昭
南
島
」
に
お
け
る
漫
画
家
松
下
紀
久
雄
（
松
岡
）

で
は
な
く
、
松
下
自
身
が
興
味
を
惹
か
れ
た
で
あ
ろ
う
、
日
本
と
は

異
な
る
現
地
独
特
の
風
習
で
あ
っ
た
り
生
活
様
式
で
あ
っ
た
り
す

る
。

　
し
か
し
、
松
下
が
ど
こ
ま
で
現
地
の
風
習
に
理
解
を
示
し
て
い
た

か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
例
え
ば
、
ス
マ
ト
ラ
に
赴
く
際
、
マ

レ
ー
系
の
新
聞
社
社
員
を
同
行
さ
せ
て
い
る
が
、
松
下
を
含
め
た
取

材
班
一
行
は
彼
の
傍
ら
で
、
し
か
も
彼
が
嫌
な
顔
を
し
て
い
る
こ
と

を
認
識
し
な
が
ら
も
、
豚
肉
を
食
べ
て
い
る
。
現
地
宗
教
へ
の
無
理

解
は
一
人
松
下
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
松

下
の
現
地
文
化
理
解
に
は
限
界
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
総
じ
て
、『
南
を
見
て
く
れ
』
に
描
か
れ
た
も
の
は
、
松
下
自
身

が
南
方
で
の
任
務
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
や
受
け
た
印
象
を
、
あ
く

ま
で
松
下
の
主
観
で
記
述
し
描
い
た
も
の
で
あ
る
考
え
ら
れ
る
。
以

下
で
は
松
下
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
任
に
あ
た
っ
て
い
た
時
に
現
地
の

華
字
紙
『
昭
南
日
報
』
お
よ
び
英
字
紙Syonan Tim

es
に
寄
せ

た
作
品
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

２
．『
昭
南
日
報
』
に
お
け
る
連
載
と
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
　

①
昭
南
島
建
設
譜

　
松
下
は
『
昭
南
日
報
』
に
二
本
の
連
載
と
そ
の
他
の
多
数
の
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は「
昭
南
島
建
設
譜
」

と
題
さ
れ
た
連
載
で
、
一
九
四
二
年
五
月
二
二
日
か
ら
同
年
六
月
九

日
に
か
け
て
、
一
五
回
に
わ
た
っ
て
紙
面
に
登
場
す
る
。
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
ど
も
が
日
本
語
を
学
ぶ
昭
南
児

童
園
、
混
雑
す
る
市
内
交
通
を
処
理
す
る
交
通
警
察
、
日
本
軍
に

よ
っ
て
再
開
さ
れ
現
地
住
民
に
喜
び
を
提
供
す
る
娯
楽
、
繁
盛
す
る

商
店
、
日
本
化
し
て
い
く
現
地
の
食
堂
、
印
刷
所
で
の
ビ
ラ
の
印
刷
、

日
本
の
金
融
機
関
の
現
地
で
の
営
業
開
始
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
、

病
院
に
勤
務
す
る
看
護
師
、
新
聞
社
で
日
本
語
を
使
っ
て
働
く
現
地

職
員
、
日
本
語
普
及
と
娯
楽
提
供
を
行
う
昭
南
放
送
局
、
飲
食
店
で

 図 2．『昭南日報』1942 年 6 月 7 日
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の
日
本
語
の
使
用
、
陸
軍
病
院
、
防
空
の
た
め
の
再
開
発
（
図
２
）、

日
本
語
普
及
運
動
に
お
け
る
劇
場
の
様
子
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
日
本
語
の
普
及
や
「
建
設
」
の
た
め
の

解
説
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
全
編
に
わ
た
っ
て
強
調

さ
れ
て
い
る
の
は
日
本
軍
の
統
治
の
も
と
で
の
「
大
東
亜
建
設
」
と

現
地
社
会
の
「
繁
栄
」、そ
し
て
日
本
語
の
普
及
と
い
っ
た
ク
リ
シ
ェ

に
満
ち
た
記
述
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
解
説
も
ま
た
松
下
の
手
に
よ
る

も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
数
点
の
描
写
を
除
け
ば
日
本
人

の
姿
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
、
現
地
住
民
の
主

体
的
な
運
動
と
し
て
の
「
建
設
」
が
描
写
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
ス
マ
ト
ラ
新
生
譜

　
一
九
四
二
年
一
〇
月
一
六
日
か
ら
同
年
一
〇
月
二
一
日
ま
で
、
松

下
は
五
回
に
わ
た
っ
て
「
明
朗
な
ス
マ
ト
ラ
新
生
譜
」（
明
朗
的
蘇

門
答
腊
新
生
譜
）
と
題
さ
れ
た
連
載
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担

当
し
て
い
る
。
こ
れ
は
松
下
を
含
む
軍
宣
伝
班
員
が
前
月
に
ス
マ
ト

ラ
を
訪
れ
た
際
に
見
聞
し
た
も
の
を
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
し
、

説
明
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
連
載
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

メ
ダ
ン
（
北
ス
マ
ト
ラ
）
の
中
央
市
場
、タ
パ
ヌ
リ
（
北
ス
マ
ト
ラ
）

で
兵
隊
ご
っ
こ
を
し
て
い
る
こ
ど
も
た
ち
、
山
岳
地
域
の
カ
ロ
・
バ

タ
ッ
ク
族
の
集
落
（
北
ス
マ
ト
ラ
）、
シ
ボ
ル
ガ
の
塩
作
り
、
サ
ロ

ン
を
纏
っ
た
女
性
（
図
３
）
で
あ
る
。
こ
の
五
点
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
カ
ロ
・
バ
タ
ッ
ク
族
の
集
落
が
改
変
さ
れ
て
い
る
の
を

除
き
、
い
ず
れ
も
『
南
を
見
て
く
れ
』
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
付
さ
れ
て
い
る
解
説
文
は
『
南
を
見
て
く
れ
』

の
内
容
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
松
下
自
身
の
手
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
一
連
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
「
明
朗
な
ス
マ
ト
ラ
新
生

譜
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
先
に
制
作
さ
れ
た
「
昭
南
島
建
設
譜
」
と

同
様
、
日
本
軍
の
支
配
の
も
と
で
の
当
地
の
「
新
生
」
が
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
描
き
方
は
「
昭
南
島
建
設
譜
」
と
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。「
昭
南
島
建
設
譜
」
に
は
現
地
住
民
を
指
導
す
る
日

本
人
の
姿
が
わ
ず
か
な
が
ら
描
か
れ
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
日
本
人

 図 3．『昭南日報』1942 年 10 月 21 日
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「
昭
南
島
」
に
お
け
る
漫
画
家
松
下
紀
久
雄
（
松
岡
）

の
姿
が
「
明
朗
な
ス
マ
ト
ラ
新
生
譜
」
に
は
一
切
描
か
れ
て
い
な
い
。

描
か
れ
て
い
る
の
は
現
地
の
住
民
と
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
で
あ
る
。
松

下
が
北
ス
マ
ト
ラ
に
お
け
る
「
建
設
」
よ
り
も
現
地
の
風
俗
に
よ
り

多
く
の
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
再
録
さ
れ
た
『
南
を
見
て
く
れ
』
の
記
述
に
よ
く
現
れ
て

い
る
。「
ス
マ
ト
ラ
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
は
な
い
」［
松
下 

一
九
四
四: 

七
三
］
と
述
べ
な
が
ら
も
、
い
か
に
珍
し
い
文
物
を
見
た
か
、
い
か

に
珍
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
に
触
れ
た
か
、
い
か
に
珍
し
い
体
験
を
し
た

か
と
い
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
日
本
軍
が
進
駐
し
て
日
本

語
学
習
が
進
み
、「
新
生
ス
マ
ト
ラ
」
の
「
発
展
」
が
目
覚
し
い
と

し
な
が
ら
も
、
松
下
の
関
心
は
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ

ル
ー
ツ
や
呑
気
で
無
邪
気
な
現
地
住
民
の
姿
な
の
で
あ
る
。
松
下
の

描
く
ス
マ
ト
ラ
住
民
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
内
地
に
お
け
る
描

写
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
サ
ン
ボ
・
タ
イ
プ
」
で
は
な
く（

（
（

、
よ
り
写

実
的
な
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
性
格
は
の
ん
び

り
し
て
い
て
人
懐
っ
こ
い「
土
人
」イ
メ
ー
ジ
で
描
か
れ
て
お
り
、「
南

方
」
に
対
す
る
通
俗
的
理
解
、
つ
ま
り
川
村
湊
［
一
九
九
三
］
が
言

う
と
こ
ろ
の
「
大
衆
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と

言
え
る
。
彼
ら
は
、
松
下
に
と
っ
て
あ
く
ま
で
好
奇
の
対
象
と
し
て

の
他
者
で
し
か
な
く
、
そ
こ
に
は
、
共
存
し
て
い
く
上
で
の
葛
藤
が

ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。
彼
ら
は
、
日
本
軍
の
支
配
領
域
の
住

民
で
は
あ
る
も
の
の
、
日
本
人
が
共
存
し
て
い
く
「
内
な
る
他
者
」

で
す
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

③
そ
の
他

　
上
述
の
二
つ
の
連
載
の
ほ
か
、
松
下
は
多
く
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
『
昭
南
日
報
』
に
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
大
き
く
、

 図 4．『昭南日報』1942 年 5 月 2 日
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現
地
に
お
け
る
「
建
設
」
に
関
す
る
も
の
（
二
点
）、
英
米
中
と
の

戦
い
に
関
す
る
も
の
（
四
点
）、
一
九
四
二
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た

「
昭
南
島
婦
人
之
建
設
座
談
会
」を
紹
介
し
た
記
事
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
（
八
点
）
に
分
け
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
現
地
に
お
け
る
「
建
設
」
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、

一
九
四
二
年
五
月
二
日
に
は
天
長
節
を
祝
う
演
劇
の
準
備
に
勤
し
む

華
人
の
劇
団
の
舞
台
裏
を
描
き
（
図
４
）、
一
九
四
二
年
一
〇
月
四

日
に
は
ス
マ
ト
ラ
の
カ
ン
ポ
ン
・
タ
ケ
ゴ
ン
に
お
け
る
集
合
住
宅
を

描
い
て
い
る
。
描
い
て
い
る
対
象
な
ど
か
ら
、
前
者
は
「
昭
南
島
新

生
譜
」
に
連
な
る
も
の
と
し
て
、
後
者
は
「
明
朗
な
ス
マ
ト
ラ
新
生

譜
」
に
連
な
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な

お
、
後
者
は
「
明
朗
な
ス
マ
ト
ラ
新
生
譜
」
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
と
同
様
に
、『
南
を
見
て
く
れ
』
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
英
米
中
と
の
戦
い
に
関
す
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は

一
九
四
二
年
四
月
か
ら
同
年
七
月
に
か
け
て
一
月
に
一
点
ず
つ
現
れ

る
。
一
九
四
二
年
四
月
一
八
日
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
海
岸
で
マ
ラ
ヤ

か
ら
追
い
出
さ
れ
、
海
中
で
溺
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
は
、
日
本
の
他
の
多
く
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
異
な

り
、
当
時
の
首
相
チ
ャ
ー
チ
ル
の
姿
で
は
な
く
、
た
だ
の
男
性
と
し

て
描
か
れ
、
抱
え
て
い
る
荷
物
に
見
え
る
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
か

ら
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。
イ
ギ
リ
ス

を
マ
ラ
ヤ
か
ら
追
い
出
し
て
い
る
の
は
、
日
本
で
あ
り
、
陸
地
か
ら

イ
ギ
リ
ス
を
押
し
出
す
巨
大
な
腕
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
腕

に
は
日
の
丸
が
描
か
れ
て
お
り
、
日
本
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
腕
の
両
脇
に
は
、マ
ラ
ヤ
の
主
要
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
華
人
、
マ
レ
ー
系
、
イ
ン
ド
系
が
そ
れ
ぞ
れ
、
特
徴
的
な

 図 5．『昭南日報』1942 年 5 月 19 日
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衣
装
を
身
に
着
け
た
男
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　
一
九
四
二
年
五
月
一
九
日
に
は
、
英
米
が
敗
戦
を
繰
り
返
す
様
子

が
、
巨
大
な
船
に
模
さ
れ
た
地
図
の
一
部
（
ビ
ル
マ
な
ど
）
が
破

れ
て
い
く
様
子
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
（
図
５
）。
そ
れ
と
と
も
に
、

イ
ギ
リ
ス
首
相
チ
ャ
ー
チ
ル
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
ロ
ー
ズ

ヴ
ェ
ル
ト
、
中
華
民
国
総
統
蒋
介
石
が
焦
り
な
が
ら
熱
弁
を
奮
っ
て

い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
興
味
を
引
く
の
が
蒋
介
石
の

描
か
れ
方
で
あ
る
。
蒋
介
石
は
他
の
二
人
に
比
べ
て
小
さ
い
姿
で
あ

る
。
一
九
四
二
年
六
月
一
九
日
に
は
、「
英
国
の
野
望
は
水
の
泡
と

な
っ
た
」
と
題
さ
れ
て
、
独
立
に
向
け
て
放
棄
し
た
イ
ン
ド
と
ビ
ル

マ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
独
立
旗
を
掲
げ
て
蜂
起
し
て
い
る
上
を
チ
ャ
ー
チ

ル
が
蒋
介
石
を
背
負
い
な
が
ら
綱
渡
り
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
左
側
に
は
「
印
度
独
立
」
と
書
か

れ
た
煙
が
の
ぼ
っ
て
い
る
）。
そ
し
て
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
ふ
ら
つ
き

な
が
ら
渡
っ
て
い
る
綱
に
は
ハ
サ
ミ
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
イ
ギ
リ

ス
の
ア
ジ
ア
支
配
が
終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
て
い
る
。

一
九
四
二
年
七
月
二
日
に
は
、「
断
末
魔
の
イ
ギ
リ
ス
」と
題
さ
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
戦
車
と
し
て
描
か
れ
た
イ
タ
リ
ア
と
ド
イ
ツ
が
、
チ
ャ
ー

チ
ル
を
追
い
詰
め
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
追
い
詰
め
ら
れ
た

チ
ャ
ー
チ
ル
は
木
に
よ
じ
登
っ
て
し
が
み
つ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は

大
き
く
し
な
っ
て
お
り
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
置
か
れ
た
状
況
の
「
危
険

さ
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
第
三
に
、「
昭
南
島
婦
人
之
建
設
座
談
会
」
を
紹
介
し
た
記
事
の

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
出
席
者
の
似
顔
絵
四
点
の
ほ
か
、
現

地
の
女
性
に
対
す
る
「
建
設
」
運
動
協
力
を
呼
び
か
け
る
様
子
が
描

か
れ
て
い
る
。
一
九
四
二
年
六
月
一
九
日
に
は
、「
建
設
」
と
記
さ

れ
た
ジ
ョ
ウ
ロ
で
花
に
水
を
撒
く
女
性
が
、同
年
六
月
二
〇
日
に
は
、

も
ん
ぺ
姿
で
両
手
に
バ
ケ
ツ
を
持
ち
な
が
ら
子
ど
も
二
人
を
引
き
連

れ
た
日
本
女
性
が
、
同
年
六
月
二
一
日
に
は
、「
日
本
語
」
と
記
さ

れ
た
本
を
掲
げ
て
い
る
女
性
の
列
が
、
同
年
六
月
二
三
日
に
は
、「
婦

人
団
体
」
と
記
さ
れ
た
女
性
の
像
を
制
作
し
て
い
る
女
性
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
女
性
た
ち
に
よ
る
「
建
設
」
運
動
へ
の
積
極
的
な
協
力
と
、
そ

の
た
め
の
婦
人
団
体
の
設
立
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

３
．Syonan Tim

es

に
お
け
る
連
載
と
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

①
「
ケ
ン
セ
ツ
オ
ヤ
ヂ Pah Long

」

　
英
字
紙Syonan Tim

es

に
お
け
る
松
下
の
創
作
は
、
一
九
回

に
わ
た
る
連
載
漫
画
で
あ
る
「
ケ
ン
セ
ツ
オ
ヤ
ヂ Pah Long

」、「
昭

南
島
建
設
」
に
関
す
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
五
点
、
敵
英
米
中
に

関
す
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
四
点
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

　
一
九
四
二
年
六
月
に
一
九
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
四
コ
マ

漫
画
「
ケ
ン
セ
ツ
オ
ヤ
ヂ Pah Long

」
は
、
華
人
男
性
を
主
人
公

と
し
た
漫
画
で
あ
り
、「
昭
南
島
」
の
「
建
設
」
を
謳
っ
た
プ
ロ
パ
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ガ
ン
ダ
作
品
で
あ
る
。
そ
の
内
容
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ト

ピ
ッ
ク
は
、
日
本
語
学
習
、
社
会
改
良
、
防
空
体
制
、
食
糧
増
産
な

ど
で
あ
る
。
特
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
日
本
語
学
習

（
図
６
）
で
あ
り
、
挨
拶
の
仕
方
を
取
り
上
げ
た
も
の
ま
で
含
め
る

と
一
一
本
を
数
え
る
。
日
本
語
の
普
及
が
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
中
心
に

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
社
会
改
良
を
取
り
上
げ
た
も
の
は
三

本
で
あ
り
、
闇
市
批
判
、
時
差
の
変
更
（
東
京
時
間
に
合
わ
せ
る
）、

整
列
乗
車
の
呼
び
か
け
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
時
期
に
特
徴

的
な
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、防
空
体
制
（
二
本
）
や
食
糧
増
産
（
一
本
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
戦
時
期
特
有
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
漫
画
以
外

の
記
事
や
、
他
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
強
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
の
要
請
が
松
下
の
創
作
活
動

に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
主
人
公Pah Long

は
、
彼
が
華
人
で
あ
る
と
は
明
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
細
く
尖
っ
た
あ
ご
ひ
げ
、
辮
髪
を
連
想
さ
せ
る
ア
ン
テ
ナ

の
よ
う
な
髪
型
か
ら
、
華
人
で
あ
る
こ
と
が
連
想
さ
れ
る
。
こ
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
中
国
服
・
中
国
帽
・
泥
鰌
髭
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

な
フ
ー
・
マ
ン
チ
ュ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
前
時
代
的
な
髪
型
や
極
端
な
猫
背
な
ど
、
そ
の
描
き
方
は
カ
リ

カ
チ
ュ
ア
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

 図 6．Syonan Times, 1942 年 6 月 5 日
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「
昭
南
島
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け
る
漫
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松
下
紀
久
雄
（
松
岡
）

　
こ
の
連
載
に
は
、
偶
然
通
り
が
か
っ
た
日
本
軍
兵
士
一
団
を
除
い

て
、
明
ら
か
に
日
本
人
と
わ
か
る
人
物
の
姿
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

あ
く
ま
で
主
人
公P

ah L
ong

と
そ
の
息
子
の
主
体
的
な
日
本
語
学

習
と
社
会
改
良
が
描
か
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

②
「
昭
南
島
建
設
」
に
関
す
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　『
昭
南
日
報
』
に
お
け
る
連
載
「
昭
南
島
建
設
譜
」
に
相
当
す
る

も
の
と
し
て
、
松
下
は
「
昭
南
島
建
設
」
に
関
す
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
五
点
を
一
九
四
二
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
不
定
期
に

Syonan Tim
es

紙
上
に
描
い
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
新
聞
社
を
描

い
た
も
の
（
五
月
三
〇
日
）、
日
本
語
普
及
運
動
に
お
け
る
劇
場
の

様
子
を
描
い
た
も
の
（
六
月
一
〇
日
）、
病
院
に
勤
務
す
る
看
護
師

を
描
い
た
も
の
（
六
月
二
四
日
）
の
三
点
は
、『
昭
南
日
報
』
に
お

け
る
「
昭
南
島
建
設
譜
」
と
同
一
で
あ
り
、
付
さ
れ
た
解
説
も
類
似

し
て
い
る
。『
昭
南
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
は
、

天
長
節
を
祝
う
シ
ョ
ー
を
描
い
た
も
の
（
五
月
二
日
）（
図
７
）、
軍

宣
伝
班
に
よ
る
日
本
語
学
校
を
描
い
た
も
の
（
五
月
二
二
日
）
が
あ

る
。
後
者
は
画
集
『
南
を
見
て
く
れ
』
に
も
再
録
さ
れ
て
い
る
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
神
保
光
太
郎
の
昭
南
日
本
学
園
を
描
い

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
れ
ら
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
「
昭
南
島
建
設
譜
」
と
同
じ

く
、
日
本
軍
の
統
治
の
も
と
で
の
「
大
東
亜
建
設
」
と
現
地
社
会
の

「
繁
栄
」、
そ
し
て
日
本
語
の
普
及
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
特
に
現
地

住
民
の
主
体
的
な
日
本
語
学
習
と「
建
設
」へ
の
参
加
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
。

③
敵
英
米
中
に
関
す
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　
上
記
以
外
の
作
品
と
し
て
、
松
下
は
敵
英
米
中
に
関
す
る
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
四
点Syonan Tim

es

紙
上
に
描
い
て
い
る
。

一
九
四
二
年
四
月
か
ら
同
年
七
月
に
か
け
て
掲
載
さ
れ
た
こ
れ
ら

 図 7．Syonan Times, 1942 年 5 月 2 日
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は
、い
ず
れ
も
『
昭
南
日
報
』
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
四
月
一
七
日
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
首
相
チ
ャ
ー
チ
ル
と
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
大
統
領
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
「
戦
争
」
と
書
か
れ
た
炎
を
上
げ

て
い
る
炉
に
マ
ラ
ヤ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
投
げ
込

も
う
と
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
イ
ン
ド
だ
け
が
逃
げ
出
そ
う
と
し
て

い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。こ
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は「
稚

拙
な
労
働
者
は
、
あ
る
日
彼
自
身
を
そ
の
溶
鉱
炉
の
な
か
に
見
出
だ

す
だ
ろ
う
」
と
い
う
説
明
文
が
付
さ
れ
て
お
り（
（1
（

、
英
米
が
「
稚
拙
な

労
働
者
」
で
あ
り
、
戦
争
に
よ
っ
て
滅
亡
す
る
運
命
に
あ
る
こ
と
、

ま
た
そ
う
し
た
運
命
か
ら
イ
ン
ド
は
独
立
と
い
う
形
で
脱
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
五
月
二
八
日
に
は
、
チ
ャ
ー

チ
ル
が
演
説
で
熱
弁
を
ふ
る
っ
て
い
る
が
、
足
元
は
泥
沼
に
浸
か
っ

て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
付
さ
れ
た
説
明
文
に
は
、
チ
ャ
ー

チ
ル
は
連
合
軍
が
勝
利
を
重
ね
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
も
の
の
、
実

態
は
そ
れ
が
嘘
で
あ
る
と
い
う
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
六
月
一
二
日

に
は
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
破
壊
さ
れ
た
船
や
撃
ち
落
と
さ
れ
た
飛
行

機
と
と
も
に
脱
力
し
て
海
に
浮
か
ん
で
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い

る
。
七
月
七
日
に
は
、
中
華
民
国
総
統
蒋
介
石
が
、
手
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
英
米
に
よ
っ
て
、
屍
の
山
に
放
り
出
さ
れ
る
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
（
図
８
）。
説
明
文
に
は
「
東
ア
ジ
ア
の
永
遠
の
平
和
の

為
に
蒋
介
石
は
連
合
軍
と
の
同
盟
を
考
え
直
し
た
方
が
よ
い
」
と
あ

り（
（1
（

、
蒋
介
石
が
英
米
の
傀
儡
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
蒋
介
石
率
い
る

重
慶
政
府
と
日
本
は
交
渉
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
英
米
中
と
も
、
指
導
者

の
姿
が
国
家
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
一
方
、
日
本
の
姿

が
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
点
、
ま
た
中
国
が
英
米
よ
り
も
小
さ
く
、

操
ら
れ
て
い
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
国
の
描
き
方
は
２
③
で
見
た
『
昭
南
日
報
』
に
お
け
る

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
共
通
し
た
も
の
で
あ
る
。

 図 8．Syonan Times, 1942 年 7 月 7 日
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「
昭
南
島
」
に
お
け
る
漫
画
家
松
下
紀
久
雄
（
松
岡
）

４
．
従
軍
漫
画
家
と
し
て
の
松
下
紀
久
雄

　
以
上
、
松
下
の
作
品
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
そ
の
特
徴
の
ま
と

め
と
し
て
大
き
く
三
点
述
べ
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、「
建
設
」
が

松
下
の
作
品
を
貫
く
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。『
昭

南
日
報
』
に
お
け
る
連
載
は
い
ず
れ
も
「
建
設
」
を
題
目
に
含
み
、

女
性
た
ち
に
よ
る
「
建
設
座
談
会
」
の
関
連
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

描
き
、
ま
た
、Syonan Tim

es

に
お
い
て
も
「
ケ
ン
セ
ツ
オ
ヤ
ヂ
」

を
主
人
公
に
据
え
た
漫
画
を
連
載
し
て
い
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

「
建
設
」
を
標
榜
す
る
こ
と
は
『
南
を
見
て
く
れ
』
に
も
共
通
し
て

い
る
。
実
際
に
描
か
れ
て
い
る
対
象
や
、
説
明
さ
れ
て
い
る
内
容
に

か
か
わ
ら
ず
、「
建
設
」
を
謳
う
こ
と
は
松
下
の
従
軍
漫
画
家
と
し

て
の
創
作
に
お
い
て
一
貫
し
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
第
二
に
、
日
本
人
の
姿
が
描
か
れ
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
極

め
て
少
数
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。「
建
設
」
に
関
す
る
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
あ
く
ま
で
現
地
住
民
に
よ
る
積
極
的

な
「
建
設
」
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
指
導
す
る
日
本
人
が
活
字

の
上
で
は
現
れ
て
い
て
も
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
上
で
は
ご
く

少
数
で
あ
る
。
ま
た
、
英
米
中
と
の
戦
い
に
関
す
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
の
は
主
と
し
て
敵
で

あ
る
英
米
中
の
指
導
者
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
イ
ギ
リ
ス
を
撃
退
す

る
場
に
立
ち
会
っ
て
い
る
マ
ラ
ヤ
人
の
姿
の
み
で
あ
る
。
日
本
の
姿

は
、
イ
ギ
リ
ス
を
マ
ラ
ヤ
か
ら
撃
退
す
る
腕
と
し
て
の
み
描
か
れ
、

日
本
兵
の
姿
は
見
ら
れ
な
い
。

　
第
三
に
、「
建
設
」
が
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な

が
ら
も
、
松
下
の
創
作
の
主
要
な
関
心
が
現
地
で
見
聞
し
た
風
俗

や
文
物
な
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。「
明
朗
な
ス
マ
ト
ラ
新

生
譜
」
と
題
さ
れ
た
連
載
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
そ
こ
に
付
さ

れ
た
説
明
、
あ
る
い
は
『
南
を
見
て
く
れ
』
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
お
よ
び
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
で
見
聞
し
印
象
に

残
っ
た
も
の
が
中
心
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
現
地
住
民
の
日

本
語
学
習
や
日
本
軍
の
協
力
の
も
と
で
の
発
展
と
い
っ
た
定
型
化
さ

れ
た
要
素
が
付
け
加
わ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
、「
異
国
」
の
「
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」
を
求
め
る
傾
向
は
「P

ah 
L
ong

」
に
も
見
ら
れ
る
。「Pah Long

」
は
「
昭
南
」
と
い
う
都

市
の
華
人
の
生
活
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
描
か
れ
て
い

る
主
人
公
は
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
化
さ
れ
た
華
人
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、

「
日
本
人
」
と
は
異
な
る
、
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
示
す
も
の
と
し

て
表
象
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
．
お
わ
り
に

　
以
上
、
本
稿
で
見
て
き
た
松
下
の
活
動
か
ら
、
簡
単
な
考
察
を
試

み
た
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
参
加
し
た
フ
ラ
ン

ス
の
政
治
評
論
家
ジ
ャ
ン
＝
マ
リ
ー
・
ド
ム
ナ
ッ
ク
［
一
九
五
七: 
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

四
七
］
は
図
画
に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
効
果
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
強
調
し
て
い
る
。

図
画
―
―
写
真
、
漫
画
、
諷
刺
画
（
寓
意
お
よ
び
象
徴
）、
首

領
の
肖
像
な
ど
、
そ
の
種
類
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
図
画
は
た
し

か
に
も
っ
と
も
人
の
目
を
ひ
く
、
も
っ
と
も
効
果
的
な
手
段
で

あ
る
。
知
覚
す
る
の
に
時
を
要
せ
ず
、
な
ん
の
苦
労
も
い
ら
な

い
。
短
い
解
説
の
つ
い
た
図
画
は
ど
ん
な
文
書
や
演
説
の
代
り

を
も
立
派
に
つ
と
め
る
。

　
漫
画
家
松
下
紀
久
雄
［
一
九
四
四: 

二
〇
二
］
も
、
冒
頭
の
引
用

に
あ
る
よ
う
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
に
お
け
る
図
画
・
漫
画
の
役
割

と
そ
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　
確
か
に
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
と
比
較
し
た
と
き
に
、
漫
画
の
よ
う
な

図
像
メ
デ
ィ
ア
が
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
で
果
た
す
役
割
は
決
し
て
小

さ
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
稿
で
見
て
き
た
日
本
占
領
下

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
新
聞
に
見
ら
れ
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し

て
検
討
す
る
と
、
そ
の
効
果
は
絶
対
的
な
力
を
発
揮
す
る
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
効
果
に
大
き
な
限
界
が
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
三
点
指
摘
し
た
い
。

　
第
一
に
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
送
り
手
と
受
け
手
の
認
識
の
大
き
な

ズ
レ
で
あ
る
。
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
「
特
定
の
観
点
を
受
け
手
に
伝
達

す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
最
終
的
な
目
的
は
、
受
け
手
が
そ
の
立
場

が
あ
た
か
も
自
分
自
身
の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
『
自
発
的
に
』

受
け
入
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
で
あ
る
が
［
プ
ラ
ト
カ
ニ
ス
＆
ア

ロ
ン
ソ
ン 

一
九
九
八: 

一
〇
］、「
昭
南
島
建
設
譜
」
に
見
ら
れ
る

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
受
け
手
の
情
報
の
受
容
性
に
配
慮
し
た
内

容
と
は
言
い
が
た
い
。
日
本
占
領
下
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
物
流
の

機
能
不
全
、
買
い
占
め
な
ど
に
よ
っ
て
食
糧
を
は
じ
め
と
し
た
物
資

が
不
足
し
、
闇
市
場
が
横
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
日
本

軍
が
乱
発
し
た
軍
票
に
よ
っ
て
金
融
は
崩
壊
し
て
お
り
、
多
く
の
住

民
の
日
常
生
活
は
、
松
下
が
「
昭
南
島
建
設
譜
」
で
描
い
た
よ
う
な

「
繁
栄
」
と
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た（
（1
（

。

　
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
住
民
た
ち
は
日
本
側
に
よ
る
報
道
に

対
し
て
信
頼
を
寄
せ
て
い
な
か
っ
た
。
住
民
は
当
時
の
報
道
が
日
本

軍
の
宣
伝
に
終
始
し
て
い
る
た
め
に
、
新
聞
に
対
す
る
関
心
を
ほ
と

ん
ど
持
た
な
か
っ
た
［
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

編
二
〇
〇
七: 

二
一
八
］。
つ
ま
り
、
新
聞
で
紹
介
さ
れ
る
内
容
は

事
実
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
日
本
軍
に
都
合
の
い
い
形
で
歪
曲

さ
れ
た
情
報
で
あ
る
こ
と
を
住
民
は
見
透
か
し
て
い
た
。
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
の
送
り
手
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
住
民
の
意
思
を
把
握
し
そ
れ

を
操
作
す
る
術
を
持
ち
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
イ
ラ
ス
ト

に
描
か
れ
た
内
容
は
紋
切
り
型
の
南
方
風
情
で
あ
っ
た
り
、
日
本
軍

の
支
配
の
も
と
で
の
「
繁
栄
」
な
ど
事
実
と
異
な
る
こ
と
が
一
目
瞭

然
の
内
容
で
あ
っ
た
り
、
一
方
的
に
日
本
軍
の
英
米
へ
の
敵
愾
心
を

表
す
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
松
下
自
身
の
作
品
も
ま
た
、
紋
切
り



－  128  －－  129  －

「
昭
南
島
」
に
お
け
る
漫
画
家
松
下
紀
久
雄
（
松
岡
）

型
の
南
方
風
情
や
定
型
化
さ
れ
た
「
共
栄
圏
建
設
」
で
し
か
な
か
っ

た
と
言
え
る
。

　
第
二
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
松
下
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
へ
の
向

き
合
い
方
で
あ
る
。
彼
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
あ
る
い
は
そ
の
隣
接
地
域

で
見
た
い
も
の
だ
け
を
見
て
、
描
き
た
い
も
の
だ
け
を
描
い
た
に
す

ぎ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
松
下
の
作
品
は
、
戦
争
を
取
り
上

げ
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
英
米
中
の
指
導
者
が
登
場
す
る
も
の

の
、
多
く
は
現
地
の
風
物
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
人
は
ほ
と

ん
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。
彼
は
戦
時
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
い
う
職
責
を

抱
え
て
い
た
の
だ
が
、
あ
り
の
ま
ま
の
現
地
社
会
と
向
き
合
っ
て
い

た
と
言
う
よ
り
も
、
彼
な
り
の
南
方
観
を
現
地
社
会
に
投
影
し
て
作

品
を
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
三
に
、
松
下
の
作
品
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
対
象
が
不
明
瞭
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
松
下
は
、
似
た
よ
う
な
作
品
、
あ
る
い
は
全
く
同

じ
作
品
を
媒
体
に
関
係
な
く
流
用
し
て
い
る
。
彼
が
「
明
朗
な
ス
マ

ト
ラ
新
生
譜
」
で
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ほ
と
ん
ど
が

画
集
『
南
を
見
て
く
れ
』
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
現
地
華
人
向

け
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本
内
地
の
読
者
に
向
け
た
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
全
く
使
い
分
け
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
作
品
は
特
定
の
対
象
に
向
け
ら
れ
て
制
作
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
期
待
さ
れ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
効

果
も
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
戦
時
期
の
「
文
化
人
」
や
芸
術
家
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
戦

争
責
任
を
追
求
す
る
立
場
か
ら
、
国
策
協
力
的
あ
る
い
は
軍
事
的

な
作
品
が
こ
れ
ま
で
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
松
下
も
ま

た
、
戦
争
を
現
地
紙
上
で
描
い
て
い
る
。
し
か
し
、
む
し
ろ
一
連
の

作
品
群
の
中
で
目
立
つ
の
は
彼
の
非
政
治
的
・
非
軍
事
的
な
作
品
で

あ
る
。
確
か
に
、
非
政
治
的
で
あ
る
こ
と
は
時
と
し
て
非
常
に
政
治

的
で
あ
り
得
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い

る
の
は
、
日
本
占
領
下
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
政

策
の
一
貫
性
の
な
さ
で
あ
っ
た（
（1
（

。
同
地
に
お
い
て
は
、
明
石
陽
至

［
一
九
九
七; 

二
〇
〇
一; Akashi 1991; 2008

］
が
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
軍
政
の
実
質
的
責
任
者
で
あ
っ
た
渡
邊
渡
の
も
と
で
、

「
皇
民
化
」
思
想
を
徹
底
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
文
教
政
策
が
実

施
さ
れ
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
日
本
語
化
を
急
速
に
進
め
よ
う
と

す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
上
か
ら
の
方
針

は
必
ず
し
も
実
態
に
適
合
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
の
現
場
に
お
い
て
も
、「
文
化
人
」
が
遂
行
し
た
実
際
の
活
動
は
、

現
地
の
状
況
を
踏
ま
え
た
高
い
計
画
性
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
そ

こ
に
い
る
「
文
化
人
」
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力
に
大
き
く
依
存

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
に
創
ら
れ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
作
品
に
現

れ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
精
神
性
と
は
裏
腹
に
、
そ
の
効
果
は
限
定
的
で

脆
弱
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
松
下
の

一
連
の
作
品
に
描
か
れ
た
南
方
占
領
地
の
姿
は
、
強
力
な
軍
政
の
力
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に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
彼
の
作
家
性
が
表

面
化
し
た
と
い
う
側
面
が
強
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
戦
時
で
あ
る
と
い
う

特
殊
性
を
超
え
て
、
当
時
の
一
人
の
「
文
化
人
」
の
南
方
認
識
を
伝

え
た
も
の
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

註（1
）Syonan Tim

es

に
お
い
て
はYosino

と
い
う
署
名
し
か
付
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
浦
田
は
「
ヨ
シ
ノ
」
と
紹
介
し
て
い
る
の
み
で
あ

る
が
、
筆
者
が
華
字
紙
『
昭
南
日
報
』
と
対
照
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
こ

のYosino

が
吉
野
弓
亮
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

（
2
）
従
軍
作
家
に
つ
い
て
は
多
く
が
日
本
文
学
の
立
場
か
ら
研
究
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。
主
な
研
究
と
し
て
は
神
谷
忠
孝
お
よ
び
木
村
一
信

ら
に
よ
る
一
連
の
研
究
［
神
谷
・
木
村
編 

一
九
九
六; 

二
〇
〇
七; 

木
村 

二
〇
〇
四
］
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
従
軍
作
家
の
作
品

に
つ
い
て
は
『
南
方
軍
政
関
係
史
料
』
の
う
ち
『
南
方
徴
用
作
家
叢

書
』
と
し
て
復
刻
が
進
ん
で
い
る
。
歴
史
学
の
立
場
か
ら
は
河
西
晃

祐
［
二
〇
一
二
］
が
ジ
ャ
ワ
で
従
軍
し
た
作
家
を
取
り
上
げ
て
い
る

ほ
か
、
中
野
聡
［
二
〇
一
二
］
が
南
方
占
領
地
に
お
け
る
作
家
た
ち

の
戦
争
経
験
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

（
3
）
本
名
倉
金
虎
雄
。
田
河
水
泡
に
師
事
し
、
一
九
三
〇
年
代
よ
り
倉

金
良
行
の
筆
名
で
講
談
社
の
雑
誌
『
少
女
倶
楽
部
』
を
中
心
に
漫
画

を
連
載
し
て
い
た
。
戦
後
は
倉
金
章
介
の
筆
名
で
活
動
し
、
少
女

ギ
ャ
グ
漫
画
『
あ
ん
み
つ
姫
』
で
知
ら
れ
て
い
る
。
倉
金
の
戦
時
中

の
活
動
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
松
岡
昌
和
［
二
〇
一
二; 

二
〇
一
三
］
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
中
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
4
）
こ
こ
で
は
「
中
支
」
と
あ
る
が
、
後
に
松
下
［
一
九
八
九: 

一
九
九
］
は
兵
隊
時
代
の
回
想
と
し
て
、
満
洲
黒
竜
江
省
の
佳
木
斯

で
の
出
来
事
を
記
し
て
お
り
、
中
国
戦
線
で
ど
の
よ
う
な
移
動
を

行
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
5
）
そ
の
他
、
井
伏
鱒
二
［
一
九
四
三
ａ=

一
九
九
七
ａ
］
も
当
時
の

新
聞
刊
行
状
況
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

（
6
）
バ
タ
ッ
ク
は
と
ス
マ
ト
ラ
島
北
部
を
中
心
に
居
住
す
る
オ
ー
ス
ト
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ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
民
族
で
あ
る
。
方
言
別
に
カ
ロ
、
ダ
イ
リ
、
シ
マ

ル
ン
グ
ン
、
ト
バ
、
ア
ン
コ
ラ
、
マ
ン
ダ
イ
リ
ン
の
六
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
ら
れ
、
マ
ン
ダ
イ
リ
ン
地
区
は
多
く
が
イ
ス
ラ
ム
を
受
容

し
た
一
方
、
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
は
一
九
世
紀
後
半
か
ら
活
動
を
開

始
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
に
接
近
し
、
多
く
が
キ
リ
ス
ト
教

徒
と
な
っ
た［
弘
末 
二
〇
〇
八: 

三
三
四
‐
三
三
五
］。「
日
本
語
進
駐
」

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
同
じ
見
開
き
に
「
パ
サ
ル
（
市
場
）
か
ら
帰
る

カ
ロ
バ
タ
ツ
ク
の
お
か
み
さ
ん
」
と
題
さ
れ
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
カ
ロ
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
記
述

し
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

（
7
）
帝
国
日
本
の
視
覚
表
象
に
見
ら
れ
る
女
性
身
体
の
問
題
に
つ
い
て

は
伊
藤
る
り
ほ
か
編
［
二
〇
一
〇
］
お
よ
び
北
原
恵
編
著
［
二
〇
一
三
］

な
ど
、
近
年
学
際
的
な
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
松
下
も

本
画
集
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
発
表
し
た
作
品
に
多
く
の
女
性
を
登
場

さ
せ
て
お
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
の
考

察
に
重
要
な
事
例
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改

め
て
検
討
し
た
い
。

（
8
）
一
九
三
〇
年
代
の
少
年
雑
誌
『
少
年
倶
楽
部
』
に
見
ら
れ
る
南
方

住
民
の
「
サ
ン
ボ
・
タ
イ
プ
」
に
つ
い
て
は
、Cheng Chua
［2010

］

を
参
照
。

（
9
）
ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
［
二
〇
〇
一: 

四
〇
五
］
は
英
米
の
報
道
に
見

ら
れ
る
日
本
人
の
絵
画
イ
メ
ー
ジ
が
徹
底
的
に
非
個
人
化
、
非
人
間

化
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
漫
画
家
が
敵
を
表
す
と
き
に
、

動
物
と
し
て
描
く
際
に
も
し
ば
し
ば
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
、
チ
ャ
ー
チ

ル
、
蒋
介
石
の
顔
を
描
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
10
）
訳
文
は
浦
田
［
二
〇
〇
七: 

二
〇
一
］
に
従
っ
た
。

（
11
）
訳
文
は
浦
田
［
二
〇
〇
七: 

二
〇
六
］
に
従
っ
た
。

（
12
）
日
本
占
領
下
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
含
む
南
方
占
領
地
に
お
け
る
経

済
状
況
・
社
会
状
況
に
つ
い
て
は
倉
沢
愛
子
［
二
〇
一
二
］
が
幅

広
く
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
側
の
資
料
と
し
てLee G

eok Boi

［2005

］、
新

加
坡
国
家
档
案
馆
昭
南
福
特
车
厂
纪
念
馆
展
览
出
版
工
作
委
员
会

［
二
〇
〇
六
］、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
編

［
二
〇
〇
七
］
な
ど
が
当
時
の
状
況
を
戦
争
経
験
者
の
残
し
た
資
料
や

証
言
な
ど
を
も
と
に
伝
え
て
い
る
。

（
13
）
例
え
ば
松
岡
［
二
〇
一
二
］
な
ど
。
そ
の
ほ
か
、
渡
辺
洋
介

［
二
〇
〇
七
］
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
も
行
っ
て
日
本
占
領
下
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
の
教
育
政
策
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
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新
加
坡
国
家
档
案
馆
昭
南
福
特
车
厂
纪
念
馆
展
览
出
版
工
作
委
员
会 

二
〇
〇
六 

《
昭
南
时
代—

新
加
坡
沦
陷
三
年
零
八
个
月 

展
览
图
集
》

新
加
坡
：
新
加
坡
国
家
档
案
馆
。

明
石
陽
至 

一
九
九
七 

「
日
本
軍
政
下
の
マ
ラ
ヤ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

お
け
る
文
教
政
策
―
―
一
九
四
一
‐
一
九
四
五
年
」倉
沢
愛
子
編『
東

南
ア
ジ
ア
史
の
中
の
日
本
占
領
』
所
収
、
二
九
三
‐
三
二
九
頁
、
早

稲
田
大
学
出
版
部
。

明
石
陽
至
編 

一
九
九
八 

『
南
方
軍
政
関
係
史
料
三
　
渡
邊
渡
少
将
軍

政(

マ
ラ
ヤ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル)

関
係
史
・
資
料 

第
五
巻
』龍
溪
書
舎
。

明
石
陽
至 

二
〇
〇
一 

「
渡
邊
軍
政
―
―
そ
の
哲
理
と
展
開
（
一
九
四
一

年
一
二
月
～
四
三
年
三
月
）」
明
石
陽
至
編
『
日
本
占
領
下
の
英
領

マ
ラ
ヤ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
』
所
収
、
二
五
‐
八
九
頁
、
岩
波
書
店
。

伊
藤
る
り
、
坂
元
ひ
ろ
子
、
タ
ニ
・
Ｅ
・
バ
ー
ロ
ウ
編 

二
〇
一
〇 

『
モ

ダ
ン
ガ
ー
ル
と
植
民
地
的
近
代
：
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
帝
国
・
資
本
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
岩
波
書
店
。

井
伏
鱒
二 

一
九
四
三
ａ
＝
一
九
九
七
ａ 

「
マ
ラ
イ
・
昭
南
の
出
版
物
」、

『
朝
日
新
聞
（
東
京
本
社
）』
一
九
四
三
年
五
月
八
‐
九
日
（『
井
伏

鱒
二
全
集
』
第
十
巻
、
筑
摩
書
房
所
収
）。

井
伏
鱒
二 

一
九
四
三
ｂ
＝
一
九
九
七
ｂ 

「
南
航
大
概
記
」『
花
の
町
』

文
藝
春
秋
社
（『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
十
巻
、
筑
摩
書
房
所
収
）。

井
伏
鱒
二 

一
九
七
四 

「
跋
」
寺
崎
浩
『
戦
争
の
横
顔
―
―
陸
軍
報
道
班

員
記
』
所
収
、
七-

一
一
頁
、
太
平
出
版
社
。

浦
田
義
和 

二
〇
〇
七 

『
占
領
と
文
学
』
法
政
大
学
出
版
局
。

小
野
耕
世 

二
〇
〇
三 

「『
小
野
佐
世
男
ジ
ャ
ワ
従
軍
画
譜
』
を
め
ぐ
っ

て
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
五
四
、一
〇
九
‐
一
一
八
頁
。

小
野
耕
世 

二
〇
〇
四 

「
小
野
佐
世
男
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
何
を
し
て

い
た
の
か
」『
マ
ン
ガ
研
究
』
六
、八
六
‐
九
八
頁
。

小
野
耕
世 

二
〇
〇
五 

「
小
野
佐
世
男
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
な
に
を
し

て
い
た
の
か
」『
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
』
六
、六
七
‐
七
八
頁
。

小
野
耕
世 

二
〇
一
〇 

「
小
野
佐
世
男
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
画
家
た
ち

―
父
の
仕
事
を
追
う
（
四
）」『
図
書
』
七
三
四
、二
六
‐
三
〇
頁
。

小
野
耕
世
・
木
村
一
信
編
（
軍
政
監
部
宣
伝
部
監
修
／
ジ
ヤ
ワ
新
聞
社

発
行
） 

二
〇
一
二 

『
南
方
軍
政
関
係
史
料
一
三 

小
野
佐
世
男 

ジ
ヤ

ワ
従
軍
画
譜
』
龍
溪
書
舎
。

神
谷
忠
孝 

一
九
九
六 

「
序
論
」
神
谷
忠
孝
・
木
村
一
信
編
『
南
方
徴

用
作
家
―
戦
争
と
文
学
―
』
所
収
、
一
‐
一
四
頁
、
世
界
思
想
社
。

神
谷
忠
孝
・
木
村
一
信
編 

一
九
九
六 

『
南
方
徴
用
作
家
―
戦
争
と
文

学
―
』
世
界
思
想
社
。

神
谷
忠
孝
・
木
村
一
信
編 

二
〇
〇
七 

『〈
外
地
〉
日
本
語
文
学
論
』
世

界
思
想
社
。

河
西
晃
佑 
二
〇
一
二 

『
帝
国
日
本
の
拡
張
と
崩
壊
―
「
大
東
亜
共
栄
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圏
」
へ
の
歴
史
的
展
開
』
法
政
大
学
出
版
局
。

川
村
湊 

一
九
九
三 

「
大
衆
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
ア
ジ
ア
認
識
」『
岩

波
講
座
　
近
代
日
本
と
植
民
地
七
　
文
化
の
な
か
の
植
民
地
』

一
〇
七
‐
一
三
六
頁
、
岩
波
書
店
。

北
原
恵
編
著 
二
〇
一
三 

『
ア
ジ
ア
の
女
性
身
体
は
い
か
に
描
か
れ
た

か
：
視
覚
表
象
と
戦
争
の
記
憶
』
青
弓
社
。

木
村
一
信 

二
〇
〇
四 
『
昭
和
作
家
の
〈
南
洋
行
〉』
世
界
思
想
社
。

倉
沢
愛
子 

二
〇
一
二 
『
資
源
の
戦
争
：「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
人
流
・

物
流
』
岩
波
書
店
。

櫻
本
富
雄 

一
九
九
三 

『
文
化
人
た
ち
の
大
東
亜
戦
争
：P

K

部
隊
が
行

く
』
青
木
書
店
。

櫻
本
富
雄 

一
九
九
七 

『
戦
時
下
の
古
本
探
訪
：
こ
ん
な
本
が
あ
っ
た
』

イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
。

櫻
本
富
雄 

二
〇
〇
〇 

『
戦
争
と
マ
ン
ガ
』
創
土
社
。

里
見
脩 

二
〇
〇
〇 

『
ニ
ュ
ー
ス
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
』
中
央
公
論
新
社
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
編
、
リ
ー
・
ギ
ョ
ク
・

ボ
イ
著
（
越
田
稜
監
訳
） 

二
〇
〇
七 

『
日
本
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領

―
証
言
＝
「
昭
南
島
」
の
三
年
半
』
凱
風
社
。

ダ
ワ
ー
、
ジ
ョ
ン
（
猿
谷
要
監
訳
、
斎
藤
元
一
訳
） 

二
〇
〇
一 
『
容
赦

な
き
戦
争
：
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
人
種
差
別
』
平
凡
社
。

ド
ム
ナ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ン
＝
マ
リ
ー 

（
小
出
峻
訳
） 

一
九
五
七 

『
政
治
宣

伝
』
白
水
社
。

中
島
健
蔵 

一
九
七
七 

『
回
想
の
文
学
⑤
　
雨
過
天
晴
の
巻
』
平
凡
社
。

中
野
聡 

二
〇
一
二 

『
東
南
ア
ジ
ア
占
領
と
日
本
人
―
帝
国
・
日
本
の

解
体
』
岩
波
書
店
。

西
原
大
輔 

二
〇
〇
二 

「
日
本
人
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
体
験 

（
一
一
） 

小
津

安
二
郎
監
督
の
昭
南
島
映
画
三
昧
」『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
』
二
〇
〇
二

（
一
）、
二
三
‐
二
五
頁
。

弘
末
雅
士 

二
〇
〇
八 

「
バ
タ
ッ
ク
」
桃
木
至
朗
ほ
か
編
『［
新
版
］
東

南
ア
ジ
ア
を
知
る
事
典
』
所
収
、
三
三
四
‐
三
三
五
頁
、
平
凡
社
。

プ
ラ
ト
カ
ニ
ス
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
＆
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ア
ロ
ン
ソ
ン
（
社
会

行
動
研
究
会
訳
） 

一
九
九
八 

『
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
―
―
広
告
・
政
治
宣

伝
の
か
ら
く
り
を
見
抜
く
』
誠
信
書
房
。

松
岡
昌
和 

二
〇
一
二 

「「
昭
南
島
」
に
お
け
る
「
文
化
人
」
―
こ

ど
も
向
け
新
聞
か
ら
の
考
察
―
」『
植
民
地
教
育
史
研
究
年
報
』

一
四
、一
四
一
‐
一
五
九
頁
。

松
岡
昌
和 

二
〇
一
三 

「
日
本
占
領
下
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
こ
ど

も
向
け
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
思
想
的
起
源
―
童
心
主
義
と
南
方
向
け

日
本
語
教
育
の
連
続
性
に
か
ん
す
る
仮
説
的
考
察
―
」、『
日
本
植
民

地
・
占
領
地
教
科
書
と
「
新
教
育
」
に
関
す
る
総
合
的
研
究
～
学

校
教
育
と
社
会
教
育
か
ら
』（
平
成
二
二
‐
二
四
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金 

基
盤
研
究
（
Ｂ
） 

課
題
番
号
二
二
三
三
〇
二
〇
七 

報
告
書
）

二
九
七
‐
三
〇
九
頁
。

松
下
紀
久
雄 

一
九
四
四 

『
南
を
見
て
く
れ
』
新
紀
元
社
。

松
下
紀
久
雄 

一
九
八
九 

『
墨
に
生
き
る 

む
か
し
絵
ば
な
し
』
日
貿
出

版
社
。

松
永
典
子 

二
〇
〇
二 

『
日
本
軍
政
下
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
日
本
語
教
育
』

風
間
書
房
。

渡
辺
洋
介 

二
〇
〇
七 

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
皇
民
化
教
育
の
実

相
―
日
本
語
学
校
と
華
語
学
校
の
比
較
を
中
心
に
」
池
田
浩
士
編

『
大
東
亜
共
栄
圏
の
文
化
建
設
』
所
収
、
七
五
‐
一
三
五
頁
、
人
文

書
院
。

本
稿
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
主
催7th 
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

Singapore G
raduate Forum

 on Southeast A
sia Studies

（
二
〇
一
二
年
七
月
一
八
日
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
の
内
容
に
基
づ

く
。

本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
　
課

題
番
号
二
五
・
四
七
九
三
）
の
助
成
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音

楽
研
究
科
）
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「
昭
南
島
」
に
お
け
る
漫
画
家
松
下
紀
久
雄
（
松
岡
）

Cartoonist Matsushita Kikuo in “Syonan-to”: 
A Japanese Intellectual’s Perception of Japanese-Occupied 
Southeast Asia
 

MATSUOKA, Masakazu 

　　From February 1942 to September 1945, Singapore was under 
the rule of Japanese Army. Japanese intellectuals requisitioned by the 
Army were put in charge of conducting the propaganda and cultural 
policies in Syonan-to, which is the war-time name of Japanese-occupied 
Singapore. This paper examines some aspects of Japanese cultural 
policies in Syonan-to with a focus on a Japanese cartoonist Matsushita 
Kikuo. In particular, it aims to highlight the natures and the boundar-
ies of the cultural policies in Syonan-to through exploring Matsushita’s 
works. 
　　After the breakout of the Pacific War, Matsushita was sent to Sin-
gapore to work for the fine art section of the Propaganda Department 
and later moved to Borneo. In Singapore, he drew cartoons and illustra-
tions for a Chinese newspaper the Syonan Jit Poh (Zhaonan Ribao) and 
an English newspaper the Syonan Times. In 1944 he published a book 
of drawings, Minami wo Mitekure (Look at South), which he created 
based on his experiences in Southeast Asia. 
　　Matsushita’s Minami wo Mitekure contains a series of episodes 
from his own experiences in Syonan-to, Sumatra and Borneo with many 
illustrations. Although he called this book of drawings “political car-
toons”, its focus is on the unique exotic scenes he got interested in rath-
er than political and military issues. Similarly, the central subject mat-
ter of his cartoons and illustrations in the two newspapers published in 
Syonan-to was not the Japanese people who were expected to lead the 
Empire but the local people. Even in the illustration of the enemies, he 
did not draw the Japanese soldiers who beat them. Rather, the cultures 
and the products he encountered in Southeast Asia were his major con-
cerns in his works. 
　　Most of Matsushita’s works are, regardless of the cliché of war pro-
paganda in his statement and in his Minami wo Mitekure, non-political. 
The propaganda policies in Syonan-to lacked consistent principles, as it 
primarily depended on the personality and ability of each intellectual. 
Thus, Matsushita’s war-time works reflect his way of conveying a Japa-
nese intellectual’s perception of Southeast Asia. 


